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製品分類 MPU&MCU 発行番号 TN-H8*-267A/JA Rev. 第１版 

題
名 

H8/36912グループ、H8/36902グループ仕様変更のお知らせ 情報分類 仕様変更 

対象ロット等適
用
製
品 

H8/36912グループ 
H8/36902グループ 全ロット 

関連資料
H8/36912 グループ、H8/36902 グルー
プ ハ ー ド ウ ェ ア マ ニ ュ ア ル 
RJJ09B0085-0100H 

 

H8/36912グループ、H8/36902グループハードウェアマニュアルにおいて下記仕様変更がありますのでご連絡します。 

 

     － 記 － 

１．ハードウェアマニュアル５章クロック発振器 

【変更前】 

外部発振バックアップ機能あり 

 

【変更後】 

外部発振バックアップ機能なし 

 

２．ハードウェアマニュアル変更箇所 

項   目 ページ 修正箇所 

5. クロック発振器 

5.1 特長 

•  外部発振バックアップ機能 

5-2 削除 

外部発振停止を検出し、システムクロックを自動的に内部 RC発振クロックに切り替えることができます。

5-5 【変更前】 5.2.1 クロックコントロールステー

タスレジスタ（CKCSR）   ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

   

   

5 OSCBAKE 0 R/W 外部クロックバックアップイネーブル 

0：外部クロックバックアップ無効 

1：外部クロックバックアップ有効 

このビットが１のとき、外部発振検出回路が有効になります。LSIが外部

クロックで動作する場合、外部発振停止を検出したとき、このレジスタの

ビット 4の値にかかわらずシステムクロックは自動的に内部RCクロック

に切り替わります。 

【使用上の注意事項】 

外部発振検出回路は内部 RCクロックを用いて動作するため、このビット

を 1にセットした場合、RCCRの RCSTPビットによって内部 RC発振器

をスタンバイ状態に設定しないでください。 

  【変更後】 

   ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

   

   

5 － 0 R/W リザーブビット 

リードライト可能ですが、1にセットしないでください。 
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5-5 【変更前】 5.2.1 クロックコントロールステー

タスレジスタ（CKCSR）   ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

   

   

4 OSCSEL 0 R/W LSI動作クロックセレクト 

OSCBAKE＝0の状態 

このビットは LSIのシステムクロックを強制的に選択するビットです。 

0：内部 RCクロックをシステムクロックとして選択 

1：外部クロックをシステムクロックとして選択 

OSCBAKE=1の状態 

このビットは内部 RCクロックから外部クロックへの切り替え用ビットで

す。LSIが内部 RCクロックで動作する状態でこのビットを 1にセットする

ことでシステムクロックを外部クロックに切り替えます。 

［セット条件］ 

•  CKSWIFビットが 0の状態で 1をライトしたとき 

［クリア条件］ 

•  0をライトしたとき 

•  OSCBAKE=1の状態で、外部発振停止を検出したとき 

  【変更後】 

   ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

   

   

4 OSCSEL 0 R/W LSI動作クロックセレクト 

このビットは LSIのシステムクロックを選択するビットです。 

0：内部 RCクロックをシステムクロックとして選択 

1：外部クロックをシステムクロックとして選択 

5-5 【変更前】 

  ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

5.2.1 クロックコントロールステー
タスレジスタ（CKCSR） 

  1 OSCHLT 1 R 外部発振停止検出フラグ 

OSCBAKE＝1の状態 

このビットは外部発振検出結果を示します。 

0：外部発振が発振状態 

1：外部発振が停止状態 

OSCBAKE=0の状態 

このビットは意味を持ちません。読み出すと常に 1が読み出されます。 

  【変更後】 

   ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

   

   

1 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。 

5.3 システムクロック選択の動作説

明 

図 5.2 LSIのシステムクロック状態

遷移図 

 

5-6 【変更前】 

【注】* 遷移条件は下記のとおりです 

•  バックアップ機能有効の状態で外部発振停止を検出したとき。 

•  バックアップ機能無効の状態でユーザソフトにより内部 RCクロックへ切り替えたとき。 

【変更後】 

【注】* ユーザソフトにより内部 RCクロックへ切り替えたとき。 

5.3.1 クロック制御の動作説明 

 

5-7 【変更前】 

LSIのシステムクロックはリセット後内部 RCクロックで動作します。ユーザはソフトウェアでシステムク

ロックを内部 RCクロックから外部クロックに切り替えることができます。図 5.3に外部発振器バックア
ップ機能を有効にしたクロック切り替えのフローを示します。図 5.4、図 5.5に外部発振器バックアップ
機能を無効にしたクロック切り替えのフローを示します。 

【変更後】 

LSIのシステムクロックはリセット後内部 RCクロックで動作します。ユーザはソフトウェアでシステムク

ロックを内部 RCクロックから外部クロックに切り替えることができます。図 5.4、図 5.5にクロック 

切り替えのフローを示します。 

図 5.3 外部発振器バックアップ機能

を有効にしたクロック切り替えフロ

ー 

 削除 
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図 5.4 クロック切り替えフロー（1）

（内部 RCクロックから外部クロッ

クへ） 

5-8 図タイトル変更 

5-9 図タイトル変更 図 5.5 クロック切り替えフロー（2）

（外部クロックから内部 RCクロッ

クへ） 
 【変更前】 

CKCSRのOSCBAKEを0ライト

開始（LSIは外部クロックで動作）

 
【変更後】 

RCCRのRCSTPを0ライト

開始（LSIは外部クロックで動作）

 
図 5.8 外部発振バックアップタイミ

ング 

5-12 削除 

19-5 【変更前】 

  レジスタ 

略称 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 

19. レジスタ一覧 

19.2 レジスタビット一覧 

  CKCSR PMRC1 PMRC0 OSCBAKE OSCSEL CKSWIE CKSWIF OSCHLT 

 【変更後】 

  レジスタ略

称 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 

 

  CKCSR PMRC1 PMRC0 － OSCSEL CKSWIE CKSWIF － 

 

 

 


